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研究成果の概要（和文）：三角縁神獣鏡の鏡背面に残る鋳造痕跡から、鏡笵再利用によって製作

された鏡群を抽出し、鏡笵再利用技法が、先行鋳造で傷んだ鏡笵の鋳型面を削って、新たな鏡笵

を再生する技術であると位置づけた。 

また、鏡笵再利用技法の使用を通して、鏡背文様の施文は鏡笵硬化時に行われたことを復元し、
従来の三角縁神獣鏡の挽型共有説、二層式鏡笵説型、型押し技法説に対して、批判的な検証をお
こなった。 
 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
鏡笵再利用技法の使用によって、三角縁神獣鏡鏡背文様の施文は鏡笵硬化時に行われたことを
復元し、既成概念に基づく既出の製作技術復元に再考を促す契機となった。 
さらに、これに共通した技法が中国山東省から出土した前漢鏡笵にも認められ、その起源を探る
ことで東アジアにおける鋳鏡技術の解明につながる可能性を示した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：From the casting traces remaining on “bronze mirrors with 

triangular rims and designs of divinities and animals”, the mirror group made by 
reusing mirror mold technique is extracted, and it was positioned the technique as a 
technique for regenerating a new mold surface, by sharpening the mold surface damaged 
by the previous casting. 
In addition, from frequent use of the technique toward the mirrors, we restored that 

mirror pattern was carved on hardened mirror mold, and inspected some conventional 
opinions critically. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 三角縁神獣鏡は、他の鏡式に比べ、同笵鏡が多く、鏡背面に鋳バリ（鏡背面に残る線状傷）
などの鋳造痕跡が多く残ることが特徴的な鏡式である。このなかに、同笵鏡でないにもかかわら
ず、複数の鋳バリの位置関係が共通する鏡群が複数存在することが、以前より指摘されていたが、
その実態について検討が深められていなかった。これに関して、鋳造を重ねて傷んだ鏡笵を再利
用した可能性を考えた（以下、「鏡笵再利用技法」と表記。）。 
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(2) 鏡背文様を中心とする型式学的検討により進められてきた三角縁神獣鏡研究において、鏡
笵の再利用という新たな視点で検討を進めることによって、製作技術の復元や編年研究、生産体
制研究に関して、現状の到達点よりもさらに研究を深化できると考えた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、三角縁神獣鏡に残った鏡笵の鋳造痕跡を悉皆的に調査し、三角縁神獣鏡の詳細編
年を構想したものであり、鋳造実験によって三角縁神獣鏡の製作技法を実証復元することを目
的とした。 
 
(2) これと併行して前期古墳編年、三角縁神獣鏡編年の見直し、三角縁神獣鏡製作体制の復元に
ついても目的とした。三角縁神獣鏡の編年は前期古墳編年構築の重要な根拠となっているので、
新しく作成した三角縁神獣鏡編年によって前期古墳編年の再検討もおこなうことが可能である。 
 
３．研究の方法 
(1) 入手可能な三角縁神獣鏡の写真、拓本を選んで、鏡笵再利用技法を使用した可能性の高いも
のを抽出し集成した。 
 
(2) 写真等では微細な製作痕跡は確認できないため、日本各地の地方公共団体、大学、博物館等
の収蔵先において、鏡笵再利用技法を使用した鏡群に対して優先的に資料調査を実施し、携帯型
の３D スキャナーを活用しながら、鏡の資料化とともに、笵傷を中心とした鋳造痕跡の記録をお
こなった。 
 
(3) 鏡笵再利用技法関係にある可能性が考えられる鏡種間で、笵傷の位置関係の同定をおこな
い、鏡笵再利用関係を同定した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) 三角縁神獣鏡における鏡笵再利用関係にある鏡群を複数抽出し、各鏡群における製作順序
の検討をおこなった。これとともに、各資料に残る鋳造痕跡から鏡笵再利用技法の使用を含めた
製作技術の復元を試み、鏡笵再利用技法は、先行鋳造で傷んだ鏡笵の鋳型面を削って、鏡背文様
と鏡体を彫り込んで新たな鏡笵を再生する技術であると位置づけた。 
 
(2) 上記（１）を通して、鏡笵再利用技法は鏡笵硬化時に使用される三角縁神獣鏡の製作技術で
あることから、これまでに提出されていた三角縁神獣鏡の挽型共有説、二層式鏡笵説型、型押し
技法説に対して、批判的な検証をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鋳笵再利用鏡 
左：黒塚古墳 8号鏡 22.3㎝   橿考研蔵 
右：黒塚古墳 19 号鏡 22.3 ㎝   橿考研蔵 

 
 

 

鋳笵再利用断面模式図 



(3) 上記成果に加えて、福岡県平原遺跡出土の方格規矩鏡にも鏡笵再利用技法が使用されてい
ることを明らかにした。これにより、鏡笵再利用技法の使用は三角縁神獣鏡関連鏡群に限定され
るものではなく、使用鏡式が多岐にわたる可能性、使用時期もさらに遡る可能性が高まった。今
後は、鏡笵再利用技法を、その起源を含め、鋳鏡史上において位置づける必要がある。 
 
(4) 本研究の推進を通して、蓄積した資料の３D 画像データや撮影写真、鋳造痕跡記録は、資料
間で比較検討可能な素材として活用できるものにした。 
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